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要旨

既存の Javaバイトコードの機能分散を目的として開発されたシステム、Addistantを提案する。
ここで既存のバイトコードとは、単一の Java仮想機械（JVM）上で動作するように開発され
た、通常のバイトコードを意味している。本システムでは、既存の JVMを活用するため、バ
イトコード変換による手法を用いている。Addistantの利用者は、各クラスのインスタンスを、
複数の JVMのうちのどこに配置するかを、実行するプログラムとは別に記述する。Addistant
はその指定に従いバイトコードを変更して、指定された特定の部分が遠隔の JVM上で動作し、
ローカルの JVM上で動作する残りの部分とネットワークを越しに通信するようにする。例え
ば、Java Swingライブラリを用いた既存プログラムを、遠隔地にある JVM上で動作させつつ、
その GUIオブジェクトを手元にある別の JVM上で動作させることができる。

1 はじめに

今日、オブジェクト指向の分散ソフトウェアの開

発のために、様々なプログラミング支援が存在する。

例えば、Java標準のRMIを利用して、あるオブジェ

クトをネットワーク越しにアクセスできるようにす

る、といったことが簡単にできる。Java RMIでは、

付属する rmicコンパイラを用いることにより、オブ

ジェクトのインタフェースを定義するだけで、ネッ

トワーク越しの通信に関するプログラムは自動生成

される。または、Emerald[1]に代表される、分散に

特化した言語を利用することもできる。そのような

言語は、遠隔ホストにオブジェクトを生成するなど

の言語機構を備えている。

しかしながら、これらの分散プログラミング支援

は既存のプログラムを改造して部分的に遠隔ホスト

で実行させるようにする際にはそれほど有用ではな

い。ここで、既存のプログラムというのは、単一の

ホストで実行することを意図して開発されたものを

指す。プログラマは手動でソースコードを修正して

それらの道具や言語要素の取り決めに従うようにし

なければならない。この修正は時間がかかるし、誤

りを犯しやすい。また、ソースコードが手に入らな

い場合には、そのような修正は困難である。

既存 Javaプログラムの分散実行への適応化を支

援するために、我々は Addistantというシステムを

開発している。Addistantは次の特徴をもつ。

• Addistantの利用者に、各クラスごとにそのイン

スタンスを分散環境中のどこに配置するかを指定

させる。プログラムは数多くのオブジェクトを生

成するため、全てのオブジェクトについてそれぞ

れどこに配置するかを指定することは現実的でな

い。Addistantでは、この指定を簡素化するため

に、1つのクラスのインスタンスは全て同じ配置

方針に従う。

• 対象プログラムのバイトコードを変換して、指
定されたクラスは遠隔ホストで動作している Java

仮想マシン (JVM) 上で実行されるようにする。

Addistantは変換のために、対象プログラムのソー

スコードを必要としない。変換されたバイトコー

ドは正規の Javaバイトコードであり、実行のた

めに特別な JVMを必要としない。

• 変換されたバイトコードは Addistantの実行系に

より遠隔 JVMに自動的に配布される。

我々は、このようなシステムを Javaの拡張クラス

ローダ [4] として実装した。Addistantはクラスを

ロードする際、バイトコードを変換する。バイト

コード変換には Javassist[2]を用いた。

Addistantでは、遠隔オブジェクト参照を、従来の

分散プログラミング・ツールで使われてきたアイデ

アを組み合わせて実現した。この実装は、 プロキ

シ・マスタ方式に基づいたもので、Addistantがバ

イトコード変換により自動的に行う。Addistant独

特の特徴は、プロキシ・マスタ方式の実装について
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複数の選択肢を備え、それらを組み合わせている点

にある。利用者はクラスごとに異なる実装方式を選

ぶことができる。単一の実装方式のみで、既存プロ

グラムを分散実行に適応化することは難しいため、

この特徴は重要である。

Addistantの典型的な使い方は、既存の Javaプロ

グラムに機能分散を適用し、プログラムの構成部品

の一部を、その部品の機能に適した遠隔ホストで実

行できるようにすることである。グラフィカル・ユー

ザ・インタフェース (GUI)をもったアプリケーショ

ンプログラムを想定されたい。もしエンドユーザが

遠隔ホストの前にいるならば、プログラムの GUI

部分がプログラムの本体から切り離され、その遠隔

ホスト上で動作すると便利である。X Windowシス

テム [7] を利用するすることで同様な効果を得られ

るが、Addistantでは GUIの反応速度をよりよくで

きる。これを示すために、我々は、Addistantを用い

て、 Swingクラスライブラリ [8]を使った既存プロ

グラムのGUI部を分散させ、プログラム中の Swing

オブジェクトが遠隔ホストで動作するようにした。

我々は、X Windowシステムに比べて、Addistantに

よる分散化により反応速度をかなり改善できたこと

を確かめた。

2 Addistant

Addistantは、単一ホスト上で実行する意図で開

発された既存のプログラムを分散させ、そのプログ

ラムを構成する一部分を遠隔ホストで実行できるよ

うにするための Java用のプログラミング・ツール

である。この分散化はロード時のバイトコード変換

器により実現される。

2.1 設計目標

新しく分散プログラムを開発する場合と異なり、

既存のプログラムを分散実行させるためには特別

なツールの支援が必要である。プログラマはそのプ

ログラムのいくつかのオブジェクトが遠隔ホストに

配置されるようにし、また、ネットワーク越しのメ

ソッド呼び出しを特別に扱うように、プログラムを

変更しなければならない。手動でこの種の変更を行

うのは骨が折れる上、誤りを含めやすいので、この

作業はプログラミング・ツールによって自動化され

るべきである。

Javaを分散用に拡張した言語はこの目的に適して

いない。第1に、対象となるプログラムのソースコー

ドは常に手に入るとは限らない。第 2に、プログラ

マは、拡張言語の特殊な構文を使うようにプログラ

ムを変更しなければならない。例えば、Nagaratnam

の提案する言語 [5] では、 remotenew という特

殊な演算子を用いて、遠隔ホストにオブジェクト

を生成することができる。この場合プログラマは、

ソースコードを入手して、各所に散らばる new の

使われている全ての部分を調べ、必要な部分だけ

remotenewを使うようにしなければならない。

著者らの知る限り、既存のObject Request Broker

(ORB)もまた、この目的に適していない。プログ

ラムの構成部分の一部を遠隔ホストに分散させる

ために ある ORBを使うとすると、プログラマは

手動でプログラムを分割し、プログラムが分割さ

れた構成要素間の相互作用が、その ORBの規約に

従うようにプログラムを修正しなければならない。

例えば、Java RMIでは、全ての遠隔メソッド呼び

出しは Javaのインタフェース型を通して行われる。

クラス Frame の遠隔オブジェクト f に対してメ

ソッド show()が呼ばれる場合を想定しよう。まず

プログラマは、 show() を含んだインタフェース

DistributedFrame を宣言し、Frameのクラス宣言

を編集して DistributedFrame を implements 節

に追加する。次に、ソースコード中で使われている

Frameを DistributedFrameで置き換える。さらに

は、遠隔オブジェクト生成や Frameのサブクラス

について注意を払わなければならない。

既存プログラムの機能を分散させるためのツール

は、次のような特徴を備えているべきであると我々

は考える。

自動化された遠隔参照の実装 遠隔オブジェクト参

照に関する実装の詳細をツールの利用者から隠す。

すなわち、利用者は、ツールにより指定される特

殊な規約に従うようにプログラムの変更をする必

要がない。

簡素なオブジェクト配置の方針 各オブジェクトが

ローカルと遠隔のどちらのホストに配置されるか

利用者が簡単に指定できる。オブジェクトの配置

は適切な抽象レベルで指定されるべきである。

プログラムの自動配布 遠隔ホストで実行される構

成部品を自動的にそのホストに配布できる。

このうち、プログラムの自動配布は、Javaのクラ

スローダの機構のもと、比較的容易に実現できる。

以下本稿では、これを除いた最初の２つに焦点をあ

てる。
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2.2 遠隔参照

Addistantでは、Remote Proxyパターン [6]として

も知られるプロキシ・マスタ方式を用いて、遠隔参

照を実装する。この方式では、遠隔メソッド呼び出

しがローカルメソッド呼び出しと同様、透過的にオ

ブジェクトへのメソッド呼び出しという形で実現さ

れる。1遠隔から呼び出すことができるオブジェク

トは、遠隔ホストに存在するプロキシオブジェクト

（プロキシ）と関連付けられる。区別のために前者を

マスタオブジェクト（マスタ）と呼ぶ。プロキシは、

マスタと同等のメソッド群を備え、メソッド呼び出

しがあるとマスタに委譲する。プロキシは、その遠

隔メソッド呼び出しに必要なネットワーク通信の実

装を担い、その詳細を呼び出し側から隠蔽する。

Addistantは、JVMのクラスロード時にバイトコー

ドを変換することによりプロキシ・マスタ方式を実

装する。変換されたプログラムを動作させるために

特別な JVMは必要ない。Addistantでは、プロキシ・

マスタ方式を実装するために、複数の手法を用いて

いる。これらの手法は全て、対象プログラムのバイ

トコード変換によって実現される。相違点は、どの

ようにプロキシのクラス（プロキシクラス）を定義

するか、どのようにマスタのクラス（マスタクラス）

を変更するか、どのように呼び出し側のコード（遠

隔オブジェクトにアクセスするコード）を変更する

か、という実装の方法である。

どの手法をとっても、それだけでは全ての種類の

マスタに適用することはできない。各手法には、適

用するマスタが満たさねばならない、その手法特有

の制約がある。我々は、その様な制約を考えずに書

かれた、既存のプログラムのためのツールを設計し

ているため、単一の手法を選んでプログラム全体に

その手法の制約を課すことはできない。例えば、あ

る手法は、マスタクラスの宣言を変更する必要があ

る。JVMは java.util.Vector のようなシステムクラ

スの変更を許さないため、もしシステムクラスのイ

ンスタンスが遠隔オブジェクトならば、この手法を

用いることができない。

この問題を回避するため、 Addistantでは、クラ

スごとにこれらの手法のうちの１つを利用者が選択

できる。利用者がある手法を選択するために注意し

なければばならない制約は、次の事項である。

1これに対し、コード中のメソッド呼び出しごとに対象がロー
カルか遠隔かを調べ、分岐を設ける方式もあるが、本稿では単
純化のため、プロキシ・マスタ方式に絞って議論する。

参照渡し 遠隔メソッド呼び出しのパラメータとし

て、マスタが参照の形で渡されなければならない

場合。複製の形で渡しても問題のない場合には無

視してよい。

異種性 マスタに対して、ローカルと遠隔の参照の

両方が同一ホスト上に存在しなければばならない

場合。あるクラスの全てのインスタンスが一方の

ホストに存在する場合は、ローカルと遠隔が共存

する必要はないので、無視してよい。

非可変バイトコード 遠隔参照の実装に必要なバイ

トコードが変更不可能な場合。例えば、JVMは

java.util.Vectorのようなシステムクラスを変更す

ることを禁じている。あるマスタクラスについて

対象プログラムのバイトコード中のどの部分がこ

の非可変なバイトコードにあたるかにより、この

制約は次の 3つに細分化される。

1. マスタクラス自身のクラス宣言（クラス宣言）

2. マスタクラス型が現れる他のクラス（参照者

クラス）

3. マスタクラスのインスタンスを生成している

参照者クラス（生成者クラス）

現在の Addistantの実装では、「置き換え」、「名

前変更」、「サブクラス」、「複製」、と呼ぶ 4手法を

選択肢として提供している。以下では、これらの方

式の詳細と適用できない状況を述べていく。先に、

まとめたものを表 1に示しておく。

表 1: 4手法の適用可能性
適用上の制約 置き換え 名前変更 サブクラス 複製
参照渡し x
異種性 x x
非可変クラス宣言 x (x) (x)
非可変参照者クラス x
非可変生成者クラス x x

xは、左の制約を満たすことが必要な際にその手法が適用できないことを
示す。(x)は、適用できない場合があることを示す。

「置き換え」手法

「置き換え」手法は、異種性の必要がなく、かつ、

クラス宣言のバイトコードが可変である場合に適用

できる。

クラス Widget にこの手法を適用する場合をを

考える。異種性が必要ない場合であるため、1つの

JVM 上では、全ての Widget オブジェクトへの参

照は、ローカルか遠隔のどちらか一方である。ゆえ

に、Addistantは元のWidgetクラスをローカル参照

に用いる。そして、名前が同じで実装がプロキシに

なっている別の版のWidget クラスを遠隔参照に用
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いる。

「名前変更」手法

「名前変更」手法は、「置き換え」手法と異なり、

クラス宣言のバイトコードが非可変である場合にも

適用できる。ただし、参照者クラスまたは生成者ク

ラスが非可変である場合には適用できない。「置き

換え」手法と同様、「名前変更」も、異種性が必要

な場合には適用できない。

この手法では、Addistantは元のクラスWidgetに

対して、 WidgetProxyのような異なる名前でプロ

キシクラスを生成する。Addistantはそのプロキシク

ラスをWidgetオブジェクトの遠隔参照に用いる。

1つの JVM 上では Widget オブジェクトへの参

照は全てローカル参照となる。それ以外の JVM上

では、Widgetという名前が現れるバイトコードは

編集されて、元の名前は全てプロキシクラスの名前

WidgetProxyで置き換えられる。すなわち、全て遠

隔参照となる。

Widgetオブジェクトへの参照が遠隔参照である

ホストでは、参照者クラスのバイトコードは編集さ

れる。例えば、

Widget w = new Widget();

は、次のように変更される。

WidgetProxy w = new WidgetProxy();

「サブクラス」手法

「サブクラス」手法では、異種性の制約がある場

合でも適用できる。

この手法では、プロキシクラスWidgetProxyは元

のクラスWidgetのサブクラスである。ローカルと

遠隔の両方の参照はWidget型であり、同一ホスト上

で共存できる。ある参照は、ローカルの場合Widget

オブジェクトを指し、遠隔の場合 WidgetProxyオ

ブジェクトを指す。

この手法は、「名前変更」手法と同様、マスタへの

参照が遠隔参照であるホストでは、Addistantは生

成者クラスのバイトコードを編集する必要がある。

さらに、マスタクラスを宣言しているバイトコード

を編集しなければばならない場合もある。第 1に、

元クラスが final クラスであるか final メソッ

ドをもつ場合、 finalを取り除かなければならな

い。そうしないと、サブクラスを作れなかったり、

サブクラスで上書きできないメソッドによる不都合

が生じる。第 2に、元クラスのコンストラクタが

プロキシとしては都合の悪い副作用を生じる場合、

Addistantはそのクラスになにもしない別のコンス

トラクタを追加して、プロキシクラスのコンストラ

クタでそれを呼べるようにしなければばならない。

例えば、マスタクラスWidgetのコンストラクタが

ローカルのグラフィック装置にアクセスすると都合

が悪い。

「複製」手法

「複製」手法は、 int のようなプリミティブ型

で常に用いられる。また、メソッド呼び出しによっ

て状態の変化しない、 java.lang.Stringなどのクラ

スに用いることができる。複製されたオブジェクト

間では、状態の変更がお互い反映されないため、こ

れが問題になる場合には適用できない。

この手法では、ネットワーク越しに、オブジェクト

単位で浅い複製が渡される。各フィールドについて

はその型の遠隔参照の実装手法に準じて渡される。

現在、Java標準の ObjectInputStream と Object-

OutputStreamを拡張して実装しているため、複製

できるオブジェクトのクラスは、標準の直列化可能

なクラスに準ずる。準じていない場合には、直列化

可能にするために、マスタクラスを宣言しているバ

イトコードを編集する必要がある。

さらに Addistantは、「書き戻し複製」手法と呼

ぶ、少し異なる「複製」方式も提供する。この手法

が適用されると、遠隔メソッド呼び出しの引数とし

て渡された複製の中身が、その遠隔メソッドを実行

した後マスタオブジェクトに書き戻される。例えば、

byte配列型にこの手法が適用される場合を考える。

次のコード

byte[] buf = ... ;
istream.read(buf);

において、遠隔オブジェクト istreamの read()

を呼ぶと、 bufの複製がローカル参照として遠隔

ホストに渡される。read()を実行し終わると、そ

の複製の中身が bufに書き戻される。したがって、

入力ストリームから読み込まれたバイトデータは、

最終的に bufに格納される。

2.3 オブジェクトの配置

Addistantでは利用者がオブジェクト配置の方針

を各クラスごとに指定できる。これは、既存プログ

ラム中に現れる各 new（オブジェクト生成式）ご

とに、配置方針をユーザが指定することは現実的で

ないためである。
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利用者はあるクラス C の全てのインスタンスが

あるホスト H に配置されるように指示できる。こ

の場合、H 以外のホストで実行される “ new C()

”（ Cインスタンスの生成）のような式は、Cのイ

ンスタンスを遠隔ホスト H 上に生成するように実

行される。もし、クラス C について特にホストを

指示しない場合、“ new C() ” のような式は、それ

を実行しているホスト H ′ 上にローカルに生成する
ように実行される。

利用者による指示は、設定ファイルに記述され、

Addistantを起動する際にシステムに読み込まれる。

設定ファイルは XML 風に記述される。例えば、

<import proxy="rename" from="display">
java.awt.*

</import>

は、 java.awtパッケージに含まれるクラスの全

てのインスタンスが変数 displayで指定されるホ

ストに配置されるようにすることを指示している。

それらのインスタンスへの遠隔参照は「名前変更」

手法により実装される。変数 displayはシステム

を起動する際に実際のホスト名に束縛される。もし、

from属性が省かれると、クラス Cのインスタンス

は “ new C() ” 式が実行されたホスト上に生成さ

れる。

java.awt.*は、java.awtに含まれる全ての

クラスを意味している。サブパッケージのクラスを含

めた全てのクラスを指定するときは、java.awt.-

を用いる。

あるクラスの全てのサブクラスという指定もでき

る。例えば、

<import proxy="rename" from="display">
subclass@java.awt.Component

</import>

は、「名前変更」手法を、Componentとそのサブク

ラス全てに適用することを意味している。指定した

クラス自身は除いた全てのサブクラスを指定するに

は、 subclass の代わりに exactsubclass を

用いる。

「置き換え」手法か「名前変更」手法を適用する

場合、 from属性を必ず指定しなければならない。

逆に「複製」手法を適用する場合、 from属性を指

定できない。

3 分散 Swingアプリケーション

Swingライブラリ [8]を用いた既存プログラムを、

Addistantによる分散化によって、GUIオブジェクト

がディスプレイやマウスなどの入出力装置のついた

ホスト（GUIホスト）で動作し、それ以外が別のホ

スト（Appホスト）で動作するようにした。Swing

は、標準の Java実行環境に含まれている GUIクラ

スライブラリである。

同様の効果は、既存の X Windowシステム [7]で

も得られる場合がある。また、Rawt[3]では、分散

用の特製 Swingライブラリを提供しており、標準の

ライブラリを置き換えて使うことで、やはり同様の

効果を得られる。しかし、 Addistantによるもので

は、Appホストで発生した描画命令が直接 GUIホ

スト上の GUI オブジェクトによって行われる。例

えば、ユーザの操作によりウィンドウを表示する例

を考える。Addistantでは、「表示する」という命令

が Appホストから GUIホストへネットワーク越し

に渡り、ボタンの描画は GUI ホスト上のボタンオ

ブジェクトが直接行う。一方、X Windowでは、「線

を書く」などの低レベルの命令を数多く組み合わせ

たものがネットワーク越しに渡されることになり、

膨大な通信量が発生する。これは、ネットワークの

帯域が広い場合は問題にならないかもしれないが、

そうでない場合、反応速度の低下を引き起こす。さ

らに Addistantでは、例えばスクロール表示された

画像のスクロールを、プログラムによっては通信な

しに行うことができる。

3.1 設定ファイル

この分散適用を指示する設定ファイルは以下のよ

うに記述した。

<policy>
<import proxy="rename" from="display">

subclass@java.awt.-
subclass@javax.swing.-
subclass@javax.accessibility.*
subclass@java.util.EventObject </import>

<import proxy="rename" from="application">
exactsubclass@javax.swing.filechooser.*
exactsubclass@java.io.[InputStream|OutputStream

|Reader|Writer] </import>
<import proxy="subclass">

subclass@java.util.[Dictionary
|AbstractCollection|AbstractMap|BitSet]

</import>
<import proxy="writeBackCopy">

array@- </import>
<import proxy="replace" from="application">

user@- </import>
<import proxy="copy">

- </import>
</policy>
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GUI オブジェクトのためのクラス、すなわち

java.awt 、 javax.swing 等のパッケージの

クラスとそのサブクラスについて、マスタが dis-

playで示されるホスト側に配置されるようにした。

逆に、 java.io.InputStream等の、それ自身を除い

たサブクラスについては、マスタが application

側に配置されるようにした。これらのクラスには

「サブクラス」手法を適用できないため、「別名」手

法を適用している。

java.util.AbstractCollection 等のサブクラス

（ java.util.Vectorなど）については、「サブクラス」

手法を適用し、どちらのホストでもマスタとプロキ

シが混在できるようにした。配列については、一律

「書き戻し複製」手法を適用した。ユーザクラスに

ついては、マスタが application 側に配置され

るようにして、「置き換え」手法を適用した。残り

の、 java.util.Locale などのシステムクラスについ

ては、「複製」手法を適用した。

3.2 応答性能の実験

Addistantによる分散の効果を確かめるため、簡

単な実験を行った。実験に用いたプログラムは、

まず大きさ 1200×900のウインドウを表示する。

このウィンドウの中で、ユーザがクリックしてい

くと、内部ウィンドウの表示と非表示を繰り返

す。この内部ウィンドウは、大きさ 1148×778の

JPEG画像をちょうどいっぱいに表示するもので、

javax.swing.JInternalWindow のサブクラスとして

定義されている。クリックイベントは、GUIクラス

のサブクラスではない別のクラスのインスタンスに

送られる。Addistantにより分散化されている場合、

この通知はGUIオブジェクトのある JVMとは別の

JVM 上のオブジェクトに送られることになる。そ

こでは、内部ウィンドウのメソッドを呼び出して表

示と非表示を制御する。

X Windowシステム、 Rawt 1.3、 Addistantのそ

れぞれを用いてこのプログラムを動作させ、クリッ

クして表示するまでに要した時間と通信量を測定し

た。何も表示していない初期状態から表示させる場

合と、いったん表示して隠した後にまた表示させる場

合について測定した。GUIホストに 500MHz Pentiu-

mIII (Linux 2.2)、Appホストに 440MHz UltraSparcII

(Solaris 2.7)を用いた。JVMは両ホストとも Sunの

HotSpot Client VM (build 1.3 mixed mode)を用いた。

接続には、100Base-TX full-duplexと 10Base-T half-

duplexの両方を試した。

測定結果を表 2に示す。GUIオブジェクトがGUI

ホストのメモリ上に画像を保持するため、Rawtと

Addistantでは、2回目のクリックに対する応答時間

は短くなっている。ネットワークが 10Base-Tの場

合には、1回目でさえ、Addistantでの応答時間は

最短になっている。これは、X Windowシステムや

Rawtではホスト間でより多くの通信量を必要とす

るためである。X Windowシステムでは数メガバイ

トの通信量を必要とするのに対し、Addistantでは、

百キロバイトに満たない。大きな通信量は実行性能

のボトルネックになりえる。

表 2: クリック後ウィンドウ表示を完了するまでの

応答性能
応答時間（秒）（10Base-T(100Base-TX)）

X Window Rawt Addistant
1回目 5.6(1.6) 3.2(2.6) 2.0(2.0)
2回目 5.6(1.4) 0.0(0.0)† 0.0(0.0)†

†0.0は 0.1秒以下を示す。
通信量（キロバイト）

X Window Rawt Addistant
1 回目 3493.57 116.20 81.88
2 回目 3438.96 10.95 0.06

4 まとめ

本稿では、既存の Javaプログラムを分散実行可

能なものにするプログラミング・ツール、Addistant

を提案した。Addistantは、この分散化をロード時

のバイトコード変換により実現する。Addistantの

利用者は、各クラスのインスタンスがどこに配置さ

れ、それらのインスタンスの遠隔参照がどのように

実装されるかを指定するファイルを与えるだけでよ

い。利用者は、Addistantにより提供される 4種類

の実装方式から選ぶことができる。

Addistantの典型的な利用例として、 Swingライ

ブラリを用いたプログラムについて、GUIオブジェ

クトがエンド・ユーザ側にあるホスト（GUIホスト）

で動作し、その他のオブジェクトが別のホストで動

作するシステムを示した。同様な機能分散は、従来

の X Windowシステムで実現されてきたことである

が、この機能分散により、 GUI の反応速度を改善

することができる。さらに、特製の分散 Swingラ

イブラリを提供する Rawtに比べても、よりよい実

行性能が得られた。Rawtでは、GUIホスト上に配

置されるオブジェクトのクラスは固定であるのに対

して、Addistantでは、Swingクラスを継承して作っ
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た、標準でない GUIクラスのインスタンスも GUI

ホスト上に配置することができるためである。
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